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Abstract: In order to prevent the spread of COVID-19, universities in Japan and abroad have 

begun to conduct classes by flexibly switching between face-to-face and online formats, dep

ending on the status of the spread of the disease. Due to the convenience of online classe

s, many universities conduct hybrid-flexible classes, in which face-to-face and distance cl

asses are conducted simultaneously, even when face-to-face classes are available. In such c

lasses, attendance must be taken by two different methods, which places a heavy burden on t

he teachers who take attendance. In this study, we developed a system that facilitates atte

ndance management in hybrid-flexible classes. 
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1. はじめに

COVID-19の感染拡大防止の為，国内外の大学

では感染拡大の状況に応じて，対面またはオン

ラインの形式を柔軟に切り替えて授業が行われ

るようになった．初期の頃にはオンラインで上

手く授業を実施できるのか不安に思われていた

が，実施してみるとツールの発達により非常に

簡単に実施でき，利便性の高さが認識されるよ

うになった． 

また，オンライン授業の利便性の高さから，

対面で授業を行える時期においても，大学まで

の移動が困難な場合や体調に不安がある等の場

合に，オンライン形式での受講を希望する学生

も常にいる状況になっている．そのような要望

を受け，大学で対面と遠隔授業を同時に実施す

るHybrid-Flexible(以降，ハイフレックスと称

する)型授業を実施している場合も多い．対面の

み，またはオンラインのみで授業を行う際には

出欠を取る方法が統一されるため，出欠はとり

やすい．しかし，ハイフレックス型授業の際に

は，2種類の方法で出席を取る必要があるため，

出席をとる教員の負担が大きい． 
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, そこで本研究では，ハイフレックス型授業に

おいて，出欠管理を容易にするシステムを開発

し，情報電子システム工学科の2年生向けに開講

されているデータベースⅠの授業で実際に試用

した．     

2. ハイフレックス型授業における出欠管理の

課題

授業の出欠確認において，人数が多い授業で

は一人ずつ履修登録者の名前を呼んで確認する

時間は取りづらい．対面受講者のみであれば，F

elica等を搭載した学生証で効率的に出欠を取る

手法もある[1]．しかし，同じシステムをそのま

ま使って遠隔受講者の出欠を取る場合，Felica

リーダの配付が必要になってしまう．

オンラインのみで行う授業の場合，出席の確認

は容易である．オンライン授業は，ZoomやTeams

等のツールを用いて行われるが，これらのツー

ルにはビデオ通話のセッションに，誰がいつか

らいつまで参加していたかをレポート出力する

機能があり，これを出欠のデータとして用いる

ことができる[2]．

ハイフレックス型授業においても，オンライ

ンで参加している学生の出席は，上述したツー

ルに付随した出欠レポートを用いれば良い．し

かし，対面で授業に参加している学生は別の方

法で出欠を取るため，そのままでは2種類の出欠

データを併合する手間が必要になる．人数が少

ない授業では併合は容易であるが，そうでない

場合，15回×受け持ち授業数の分，この併合作

業をプログラム無しで行うのは時間を要する． 

3. ハイフレックス型出欠管理システムの開発

3.1. システムの概要 

本研究ではマイコンとNFCリーダー，Webサー

バを使いハイブリッド授業の出欠管理を容易に

することを目的としたシステムを開発した．本

システムの概要を図1に示す．本システムでは，

ハイフレックス型授業の出欠確認を，対面授業

側とオンライン授業側に分けている．

対面授業側ではNFC規格のFelicaを搭載した携

帯によるタッチ操作で出欠をとる．受講する学

生は教室に設置してあるNFCリーダーに．Felica

を搭載しているスマートフォンをタッチして出

席登録する．スマートフォンは他人に貸しにく

く，なりすましがし難いと考え，スマートフォ

ンを個人認証の固有情報を保持するものとして

採用した．NFCリーダーとマイコンは，授業を行

う各教室に設置し，予め本システムでWebページ

から教室ごとの時間割を組んでおく．そして授

図1 システムの概要図 
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業開始20分間前から開始後20分間，Felica読み

取りを受け付けるようにした． 

オンライン授業側ではmoodle等の学習支援シス

テムの投票機能を用いて出席登録を行う．本シ

ステムではmoodleを使用しているが，zoomのレ

ポートデータ等にも対応するように拡張可能で

ある．moodleで収集した出欠データはCSVファイ

ルで出力し，本システムのWebサイトから取り込

み，データベースに記録できるようにした． 

対面授業，オンライン授業で収集した出欠デ

ータは統合してWebページに一覧表示する．その

Webサイトでは各教員のアカウントを事前に作成

し，各教員が担当授業の出席情報の閲覧・変更

ができるようにしている． 

 本システムにおいて，マイコン上で動作する

学生アカウント登録プログラム，学生出欠登録

プログラムはPythonで開発した．また，サーバ

サイドのプログラムはPHPを用い，RDBMSとしてM

ariaDBを使用した．

3.2. 管理者が行える設定 

管理者はデータベースとプログラムを操作す

ることで設定を変更できる．対面授業側のNFCリ

ーダーを用いた授業開始前の何分から受付可能

になるか．授業の管理と変更．時間割の組み換

え等を行えるようにしている． 

3.3. 教員が行える設定 

教員は出席管理の確認，変更を本システムのW

ebサイトから行う．各教員のアカウントを作成

し，Webサイトにログインできるようにする．ア

カウントに紐づいた授業を表示する．各授業の

学生の出席状況の閲覧と変更を行える． 

3.4. 対面授業側の出席登録方法 

3.4.1. 対面授業側の出席登録の事前準備 

本システムの対面授業側ではスマートフォン

に搭載されているFelicaのIDm(Felica製造時にI

Cチップに記録され書き換えができない固有のID

番号)を用いて出席登録を行う．学生には認証す

るFelicaのIDmと学籍番号，名前を紐づけてデー

タベースに登録する作業を行ってもらう．その

概要を図2に示す．

図2 出席登録の事前準備 

図3 対面授業の出席登録方法 

3.4.2. 対面授業側の出席登録 

受講する学生は事前準備で登録したスマート

フォンをNFCリーダーにタッチすることで出席登

録を行う．その様子を図3に示す． 

出席登録時のマイコンのプログラム動作の手

順について図4に示す．出席登録時の順序を以下

の番号順に示す． 

(1) マイコンで動作するプログラムは一定時間間

隔で現時刻が始業時間の20分前～始業時間の

間に該当するかチェックする．

(2) 該当する場合，現時刻と現時刻の曜日からデ

ータベースに始業する授業があるか調べる．

もし，無ければ(1)に戻る．

(3) 始業する授業がある場合，NFCリーダーのFel

ica読み取りを開始する．一定時間間隔で現

時刻が始業時間の20分前～始業時間の間に該

当するかチェックする．始業時間以降になっ

た場合(1)に戻る．
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(4) NFCリーダーがFelicaを読み込んだ場合，読

み込んだFelicaのIDmがデータベースに事前

登録されているIDmと一致するか調べる．存

在しない場合アラームを鳴らし(3)に戻る．

(5) データベースに一致するIDmが存在する場

合，データベースに出席登録を記録し，モニ

ターにIDmと紐づけられた名前と学籍番号を

表示して(3)に戻る．

3.5. オンライン授業の出席登録

オンライン授業の出席登録方法の概要を図5に

示す． 

オンライン授業ではmoodleの投票機能を使い

出席登録する．集計した出席情報データは図6の

ようにCSVファイルで出力し，本システムのWeb

サイトにアップロードする．アップロードしたC

SVファイルをWebサイトのプログラムで読み込み

データベースに出席情報を記録する．CSVファイ

ルの形式例を図6に示す．姓カラムは学籍番号を

示す． 

図6 CSVファイルの形式例 

3.6. データベースの設計 

データベースのテーブルの定義を図7に示す． 

teacheridmテーブルはWebサイトの各教員のア

カウント情報を記録する．nfctestテーブルでは

学生の名前，学籍番号，IDmを1レコードにして

記録する．maenoScheduleテーブルは各教室の時

間割を記録するテーブルである．timeカラムで

授業開始時間を区切る．monday～sundayカラム

で曜日を区切る．本テーブルは授業を行う教室

の数だけ作成する．datebase1テーブルは出席管

理する授業のテーブルである．受講する学生の

学籍番号をcollegenumberカラムに記録する．対

面授業，オンライン授業それぞれの出席登録に

より，自動で追加される．04/20～07/27カラム

図5 オンライン授業の出席登録方法 

図4 出席登録時のマイコンのプログラム動作 
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は授業日である．本テーブルは授業の数だけ作

成する． 

4. 授業での試用

本システムを，本学情報電子システム工学科の

2年次前期に開講されているデータベース1の授

業で試用した．試用期間は2021年4月20日から7

月27日であった． 

まず，受講する学生全員に対して対面授業側

の出席登録の事前準備を行った．学生のスマー

トフォンのFelicaの固有ID(IDm)を登録するプロ

グラムを動作させ，各学生のスマートフォンをN

FCカードリーダにかざしてもらい登録を行うよ

うにした．この際，iPhoneの場合，本システム

で当初開発したプログラムでは，電子決済カー

ドをウォレットアプリに登録していないとIDmを

読み取れない問題が発覚した．そこで，スマー

トフォンはFelicaが搭載されているAndroid機種

と電子決済カードを登録してあるiPhoneに限定

して登録を行った．スマートフォンのIDmを登録

できなかった学生に対しては，筆者らが用意し

たFelica搭載のカードを提供して，そのIDmを登

録した．登録作業は各学生数秒程度で終わっ

た．

上記の登録作業を完了した後，対面受講する

学生には，授業開始前に教室の入口に設置した

端末でスマートフォン，もしくは配付したカー

ドをNFCカードリーダにかざしてもらい，出席登

録した．この際，各学生の出席登録にかかる時

間は数秒程度であった．また，遠隔受講する学

生はmoodleの投票機能で出席登録してもらい，

その結果をシステムに登録して管理した． 

授業での使用時に不便は特になく，本システ

ムを使用することによってスムーズに出席登

録，確認を行えるようになった．

5. まとめと今後の課題

本研究では，ハイフレックス型授業におい

て，出欠管理を容易にするシステムを研究開発

し，その実装方法を明らかにした．また，本学

のデータベースⅠの授業で実際に使用し，その

有効性を確認した．今後，本システムを本学の

他のハイフレックス型授業でも導入し，システ

ムのさらなる改善点を見つけ出し，改良を進め

たい．また，個人認証を所有による認証ではな

く，バイオメトリクス等を導入する等も必要に

応じて検討する．

図7 本システムで使用しているデータベースのテーブル定義 
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